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中部電力ミライズコネクト株式会社

お得に楽しくフードロスの削減に貢献！

「TSUNAGU table」



中部電力ミライズコネクトの概要
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会社名

所在地

代表者

資本金

創立

事業概要

中部電力ミライズコネクト株式会社

Chubu Electric Power Miraiz Connect, Inc.

愛知県名古屋市中区栄4丁目5－3

KDX名古屋栄ビル9階・10階

Tel：052-211-9971（代表）

代表取締役社長 秋山 光輝

12.5億円

(中部電力ミライズ51％、三菱商事49％)

2021年4月1日

日本国内におけるくらし全般の

サービス提供に関する事業

共働き世帯の増加、少子高齢化による高齢単身世帯の増加等、

時代の変化とともにライフスタイルも多様化しています。

わたしたちは、こうした変化や多様化に合わせた

くらし全般のサービスを提供し、お客さまに一生涯

よりそう会社となることを目指します。

さらに、サービスを通じて、世代を超えた家族の「絆」や

くらし・コミュニティ・ビジネスの

「つながり」を創造し、地域・社会の発展に貢献してまいります。

TOP MESSAGE

多様化する社会において、

生涯にわたってお客さまによりそう

代表取締役社長 秋山 光輝

COMPANY OUTLINE
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あなたによりそい、未来へのチカラとなる

つながる世界・広がる世界を提供し続けます

家族の絆やつながりを育む「くらしサービス」

・・・ 入学 卒業 就職 結婚 出産・育児 家購入 仕事 趣味 初孫 退職 ・・・

見守り 家計相談 保険 お買い物 健康

未来を創る 家族を育む 地域や人とつながる

中部電力ミライズコネクトの目指す姿

（今回のサービス対象）
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TSUNAGU table
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■TSUNAGU tableとは

品質に問題はなくても廃棄せざるを得ない食品をお客さまへお届けすることで、お得に楽しくフードロスの削減に
貢献できるサービスです。

食
品
メ
ー
カ
ー
・
卸
売
業
者

商品提供 福袋形式で
お得に購入

お
客
さ
ま

「フードロスの削減に貢献したいが、
その方法が分からない」

「品質に問題はないが
廃棄せざるを得ない食品がある」

TSUNAGU tableは、食品メーカー様や卸売業者様に、フードロス削減、廃棄費用削減を通じた経営改善、
お客さまにはお得に購入頂いた商品を楽しみながら社会貢献いただくことを目指していきます。



サービス開発の背景 (1)
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■食品メーカーの課題

食品メーカーは様々な企業努力をしていますが、以下理由から、やむなく廃棄せざるを得ない食品が一定数量
発生し、その廃棄に伴う処理コストも発生していることが経営課題の一つとなっています。

①小売店への納品期限が過ぎた商品は販売できない。

②需給バランス不一致による生産過多で販売できない。（例：期間限定の新商品）

③商品パッケージの変更、パッケージの傷や凹みで販売できない。

販売期限

卸売業者 小売店 家庭

①納品期限 賞味期限
製造日

食品メーカー

2カ月2カ月2カ月

店頭販売

②需給バラン
スの不一致

③外装の傷、
印字ミス

製造日から賞味期限までの期間を概ね３等分して、小売店への納品期限、及び店頭での販売期限が設定されることが多く、
納品期限を過ぎた商品は小売店に納品できない、あるいは返品される場合があります。



サービス開発の背景 (2)
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■お客さまの現状

食品ロス問題が生じているという認知度は高い一方で、食品ロス削減に関連するサービス認知は低く、
「食品ロスの削減に貢献したいが、具体的な方法が分からない」というお客さまが多くいらっしゃるのが現状で
す。

出典：「消費者の意識に関する調査結果報告書 ―食品ロスの認知度と取組状況等に関する調査―」令和2年（2020年）3月 消費者庁消費者教育推進課

2.3%

21.6%

76.1%

使用したことがある

使用したことはないが、存在は知っている

使用したことはなく、存在も知らない

※「閉店時間や賞味期限等の理由で廃棄寸前の食品」や「規格外商品等」を、シェア又
は販売しているアプリやインターネットサイトをいう。

80.0%

20.0%

よく知っている/ある程度知っている

あまり知らない/全く知らない

食品ロス問題の認知度 食品ロス削減に関連するアプリ等(※)認知度


